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ATGI9A; APG9-like 1; Autophagy 9-like 1 protein; Autophagy-related protein 9A; MGD3208;
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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーおよび細胞質から液胞への輸送（Cvt）小胞の形成に関与する。隔離小胞形成の核となるプレオートファゴソーム構造／ファゴフォア集合部位（PAS）の構築に重要な役割を果たす。オートファゴソーム膜の拡張を媒介することでオートファジーに関与するリン脂質スクランブラーゼ（PubMed:22456507, PubMed:27510922, PubMed:29437695, PubMed:32513819, PubMed:33468622, PubMed:33850023, PubMed:32610138, PubMed:33106659）。プレオートファゴソーム構造／ファゴフォア形成部位（PAS）と細胞質小胞プールの間を循環し、成長中のオートファゴソームに膜を供給する（PubMed:16940348、PubMed:22456507、PubMed:33106659）。脂質スクランブラーゼ活性は、ATG2（ATG2AまたはATG2B）を介して到達したリン脂質を細胞質から二重層の内腔側葉へと分配することで、プレオートファゴソーム構造／ファゴフォア形成において重要な役割を果たし、それによってオートファゴソーム膜の拡張を促進する（PubMed:33106659）。また、ホスファチジルイノシトール4-リン酸をオートファゴソーム開始部位に供給するためにも必要であり、このプロセスはARFIP2に依存し、ARFIP1には依存しない（PubMed:30917996）。オートファジーに加えて、壊死性細胞死にも関与する（類似性による）。
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	HepG2 細胞溶解物中の ATG9A 発現のウェスタン ブロット解析。

